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妊婦のみなさまへ～産科医療補償制度のご案内～ 

子どものこころ診療センターの設置について 

感染防止対策室からのお知らせ 

当院医師による健康情報番組への出演について 

ご支援のお願い 

病院への手紙 

看護職員募集のお知らせ 
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本年１月から「産科医療補償制度」が発足するにあたり、獨協医科大学越谷病院でもこの
制度に加入いたしました。この制度は分娩に関連して発症した重度脳性まひの赤ちゃんが、
速やかに補償を受けられること、また、原因分析等を実施することで産科医療の質を向上し、
安心して産科医療を受けられる環境整備を目指した制度です。

◆ 補償の対象
「出生体重2,000ｇ以上かつ妊娠33週以上」、または「妊娠28週以上で所定の要件に該当

した場合」で出生した赤ちゃんに、身体障害者等級１級または２級相当の重度脳性まひが発
症した場合が補償の対象となります。
※ 先天性の要因等については補償の対象外となることがあります。

◆ 補償の水準
分娩に関連して発症した重度の脳性まひの赤ちゃんに対して、看護・介護のために、一時

金600万円と分割金2,400万円、総額3,000万円が補償金として支払われます。

◆ 補償の掛金
掛金は、分娩機関が負担いたしますが、その負担に伴い、分娩費の上昇が見込まれること

から、平成21年１月より出産育児一時金の増額が決定しております。

◆ 妊婦のみなさまへのお願い
この制度は妊婦のみなさまが安心して産科医療を受けられるように、分娩機関が加入する

制度です。この制度に加入している分娩機関でお産すると、万一のときに補償の対象となり
ます。分娩機関がこの制度に加入しているか必ずご確認ください。
加入している分娩機関では、妊婦のみなさまに、この制度の対象者となることを示す「登

録証」を交付します。必要事項の記載などのご協力をお願いいたします、また、交付された
「登録証」は、母子健康手帳に挟み込むなどして、大切に保管してください。

妊婦のみなさまへ  妊婦のみなさまへ  
～産科医療補償制度のご案内～ 
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昨今小児心身症に伴う不登校・少年犯罪・自閉症などの発達障害や、児童虐待など小児を
取り巻く心の問題が大きな社会問題となっており、埼玉県内でもこれ
らの診療に大きなニーズがあるにも関わらず、子どものこころの診療
を行う施設が限られ、十分な対応ができない状況が続いております。
このような社会的状況を踏まえ、本年１月から地域病院や学校と連

携し、小児の心身の健康増進を図ることを目的として、「子どものこ
ころ診療センター」を設置いたしました。
対象となる疾患は小児心身症、被虐待児、発達障害とし、小児科外

来を利用して小児科医師、こころの診療科医師及び臨床心理士が担当
いたします。当センターは小児科外来に設置しております。

子どものこころ診療センターの設置について  子どものこころ診療センターの設置について  

　当院では多くの病原菌からの感染を防ぐため、院内の各トイレにペーパータオル
を設置し、手洗い後に使用いただいております。公共施設やデパート等にはエアー
タオルを設置しているところもありますが、使用法によっては必ずしも衛生的に扱
えない場合があることから、病院という特殊性を考慮し、感染防止 
対策の観点から簡便且つ清潔なペーパータオルを設置しました。 
　なお、ペーパータオルについては、資源節約の面からできるだけ 
無駄のないようご使用願います。 

咳エチケットにご協力を！  咳エチケットにご協力を！  咳エチケットにご協力を！  

咳・くしゃみ・鼻水・発熱などの症状のある方は必ずマスクをしましょう。 
　　　　　　　　　インフルエンザが流行しています。 
　　　　　　　　　咳やくしゃみをするとウィルスが２～３メートル飛ぶと 
　　　　　　　　　言われています。マスクを正しく着用し感染を広げない 
　　　　　　　　　ようにしましょう。 
 
　　　　　　　　　また、咳やくしゃみで手を押えた時には 
　　　　　　　　　すぐ手を洗いましょう 

感 染 防 止 対 策 室 か ら の お 知 ら せ  感 染 防 止 対 策 室 か ら の お 知 ら せ  感 染 防 止 対 策 室 か ら の お 知 ら せ  感 染 防 止 対 策 室 か ら の お 知 ら せ  

院内の各トイレにペーパータオルを設置しました。 
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獨協医科大学では地域に根ざす医育、研究及び医療機関を目指し、テレビ埼玉を始めと
する関東ＵＨＦネット局により、関東地区を対象に「ヘルスケアＴＶ～健康手帳2009～」
と題する健康情報番組を本年1月から放映しております。
当院の筑田病院長をはじめ本学臨床系の教授が数多く出演を予定しており、視聴者に医

学・医療の知識を提供することで、少しでも地域の方々の健康意識の向上及び健康増進に
役立てていただきたいと考えております。
今後の放映スケジュールは下記のとおりとなっておりますので。ぜひご覧ください。

１）番組名：「ヘルスケアＴＶ　～健康手帳2009～」

２）番組放送予定（各ネット局の番組の中で放映）
テレビ埼玉・チバテレビ・テレビ神奈川3局ネット

「朝まるＪＵＳＴ」
毎週水曜日6：30～7：00

３）出演者・放映日・テーマ
（越谷病院関係）
犬　飼　敏　彦　教授：平成 21年 2月 25日（水）：「糖尿病の予防と治療」
永　井　敏　郎　教授（副院長）： 3月 4日（水）：「小児肥満」
筑　田　　　眞　教授（病院長）： 3月 25日（水）：「糖尿病網膜症」

その他、獨協医科大学関係者
窪　田　敬　一　教授：　　〃　　2月 4日（水）：「肝細胞癌」
金　子　　　昇　教授：　　〃　　2月 11日（水）：「心筋梗塞・その予防」
平　田　幸　一　教授：　　〃　　2月 18日（水）：「脳卒中」
松　本　和　則　教授：　　〃　　3月 11日（水）：「生活習慣病とは」
中　元　隆　明　教授：　　〃　　3月 18日（水）：「睡眠時無呼吸症候群」
北　島　敏　光　教授：　　〃　　4月 1日（水）：「気をつけたい肩こり」

当院医師による健康情報番組（テレビ埼玉等）への出演について 
（お知らせ） 

当院では、「獨協医科大学教育研究振興基金」として個人・企業の皆様方からのご寄付
を募り、診療・教育・研究の充実をさらに推進するための資金とさせていただきたいと考
えております。
ぜひ多くの皆様からのご支援・ご協力をお待ちしております。

◆ご寄付いただいた方にはご芳名を病院１階会計窓口前に設置してある「獨協医科大学越
谷病院寄付者芳名版」に刻印し掲示させていただくほか、獨協医科大学においても寄付
の記録と顕彰をさせていただきます。
◆詳しいお問い合わせは事務部または下記まで。
http://www.dokkyomed.ac.jp/goshien/

ご支援のお願い  ご 支 援 の お 願 い  
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病院への手紙にお答えいたします 
～当院の各部署に設置してあります、ご意見箱に寄せられる 
　患者さまのご意見・ご要望等「病院への手紙」に対する回答～ 

＊駐車料金について
〈60歳男性・39歳女性〉

・駐車料金が高すぎる。もっと安くして欲しい。
・手術の際の付き添いについても通常の駐車料金をとるのはどうかと思う。長時間のため高い駐車料金に
驚いた。このような場合は無料にするべきと思います。

お答えいたします
駐車料金については、予てより患者・家族等の来院者から同様のご意見をいただいておりますが、高架

下駐車場は東武鉄道所有のものであり、当院は東武鉄道との基本協定に基づき利用しているものでありま
す。また、料金徴収形態（割引率）についても、同協定により①患者用②見舞客用に区分されております。
駐車場利用者のご意見は十分理解できるところでありますが、このような事情もご理解いただきたいと

思います。

＊面会時間について
〈70歳男性　入院患者〉

面会に来た方が、昼の12時から面会時間終了の20時30分頃まで長時間いるので、その話し声で午後は
ゆっくり休むことができない
話があるのなら病室の外でするように指導してほしい。また、面会時間の設定が長すぎる。夜も普通は

７時くらいまでなのではないか？

お答えいたします
面会時間については、仕事をしている家族や家庭の事情により、従来の時間では面会できない家族から、
予てより面会時間延長のご要望が数多く寄せられておりました。
また、家族として時間に関係なく面会したいという心情的な部分や近隣他院の状況を踏まえ、平成19

年７月１日から全日12：00～20：30に変更し、概ね好評と思われます。
今回のご意見につきましては、患者さまの安静療養の観点からも十分理解できるところであることから、
長時間に亘る面会や多人数での入室はご遠慮いただくとともに、他の患者さまのご迷惑にならないよう周
知徹底いたします。

＊病院へのお願い
〈39歳女性〉

激務で大変な中、先生たちが頑張っていますが、研修医の先生に採血をされたり、研修医に説明しなが
らの検査に同室のお母さんたちは「うちの子を実験台にされた」という思いを抱いています。
大学病院は高いレベルの医療も提供するけれど、研修医や学生の受入れもする場であるいということを

病院が患者にきちんと説明したほうがいいと思います。

お答えいたします
ご指摘のとおり、当院は臨床研修医を始め、医学生･看護学生･医療技術系学生並びに救急救命士などの

実習教育機関であり、医療従事者の教育研修機関となっております。
安全で高度かつ最新の医療を担う人々の育成は、大学病院である当院に課せられた重要な使命でありま

すので、患者さまやそのご家族にご理解いただくよう、掲示等で周知していきたいと思います。
なお､実習や研修についてお気づきの点がございましたら、指導者または職員へ遠慮なくご連絡いただ

きますよう併せてお願いいたします。



獨協医科大学越谷病院だより＜第 14 号＞ 冬季号

6

～当院で一緒に働いてみませんか？～ 

募集職種 

応募方法 

応募資格 

 

応募書類 

 
 

試験日等 

応募締切 

選考方法 

合否通知 

看護師、助産師、夜勤専従看護師 

看護部に直接電話連絡の上、必要書類を郵送または持参 

助産師、看護師学校卒業見込みの方および資格のある方 

履歴書（写真添付）、個人票、健康診断書、成績・卒業見込証明書 

有資格者は、履歴書（写真添付）、個人票、健康診断書、免許証のコピー 

応募書式及び給与・待遇等については当院ホームページをご参考ください。 

http://www.dokkyomed.ac.jp/hosp-k/ 

随時相談 

随時相談 

筆記試験、面接 

本人へ連絡 

当院では、現在下記のとおり看護職員（平成20年度採用）を募集しております。 

　〒343-8555 
　埼玉県越谷市南越谷2-1-50 
　獨協医科大学越谷病院　看護部 
　TEL：048-965-9104（直通） 
　※ 中途採用（常勤・パートタイム）も随時受付しております。 

＜書類の提出先および問い合わせ先＞ 

＜募集要項＞ 

癌の治療のサポートや 
ご相談はありませんか？ 

当院緩和ケアチームは　　　　 
がんを治療する患者さんとご家族を 

支援いたします！ 

①痛み・吐き気・むくみなど、苦しい症状を何とかして欲しい。
②家に帰りたいが病状が安定せず在宅療養の自信がない。
③本人・家族の悩みや不安を聞いて欲しい
④医師から説明を聞いたが難しくてよくわからない。 などなど…
治療や生活上の心配事、聞きたいことなどをお伺いします。

■お問い合わせは…
獨協医科大学越谷病院　048（965）1111（代表）
緩和ケア認定看護師　井口（PHS 6319）
又は、お近くの看護師まで御連絡下さい。


